
江戸時代から
親しまれてきた柿

でんないがき
新潟食料農業大学松本ゼミでは、2022年から地域に受け継がれてきた在来柿
「伝内」の研究に取り組んでいます。第3回となる今回は、これまでの調査や
市民の皆様からいただいた情報をもとに、新たにわかったことをご紹介しま
す。地域調査やAIを活用した探索、苗木育成研究の現状などをお伝えしながら、
伝内の魅力と未来について皆様と考えます。

2026年

11月7日
10:00~11:45
新潟食料農業大学 胎内キャンパス
（胎内市平根台2416） F102講義室

参加無料

要申込み

お申込み方法

裏面の申込様式にご記入の上FAX、
メール、QRコードからお申し込みください

申込み締切

11月5日（木）

こちらの
QRコードより
申込いただけます

地域の宝「伝内柿」
新潟食料農業大学

教授 松本 辰也

「伝内柿」のおいしさの秘密
新潟食料農業大学大学院

博士後期課程２年 郎 笑杰

渋なし種なし「伝内柿」をつくる
新潟食料農業大学

アグリコース４年 秋山 善

「伝内柿」の苗づくりの取組み（ﾊﾟｰﾄ2)
新潟食料農業大学

アグリコース４年 荒井 瞭太

空からの探偵AIが探す放任柿
新潟食料農業大学

アグリコース４年 藤田 健太

主催
新潟食料農業大学

共催
たいない特産品研究会

お問合せ
新潟食料農業大学社会連携推進課（新潟キャンパス）
TEL 025-212-3301（平日 9:00～17:00）

セミナープログラム
第1部【研究紹介】

新潟食料農業大学 市民公開講座 「伝内柿」セミナー

第2部【意見交換会】

食べて語ろう「伝内柿」

・そうえん農場 下條荘市 氏
・新発田市向中条 中野耕栄 氏
・話題提供希望される市民の方々

司会 松本辰也

伝内柿を食べながら、伝内柿のこと、
未来について語りましょう。

※プログラムの内容は変更となる場合がございます。


